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海田高等学校 第１学年  国語科 年間評価計画 
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資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

１学期 ２学期 ３学期 
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（Extensions） 
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１ 話す力・聞く力① 

・話題について自分の考えを述べることができる。 

〈話す力〉 
  ○               ○ ○     

話題について自分の

考えを述べる。 

話題について根拠に

もとづいて自分の考

えを述べる。 

話題について様々な

視点から根拠を示し，

自分の考えを分かり

やすく述べる。 

２ 話す力・聞く力② 

・目的に応じて的確に話を聞き取ることができる。 

〈聞き取る力〉 
  ○             ○   ○     

他者の話を正確に聞

く。 

目的に応じて他者の

話を的確に聞き取

る。 

目的に応じて他者の

話を的確に聞き取り，

それを自分の考えや

表現に生かす。 

３ 話す力・聞く力③ 

・工夫しながら話し合いを進めることができる。 

〈話し合う力〉 
 ○ ○     ○  ○  ○  ○  ○ ○ ○ ○  ○  ○ 

相手の話を聞いて話

し合いを進める。 

相手の立場や考えを

尊重し，意見を交え

ながら話し合いを進

める。 

相手と自分の立場を

ふまえ，相互の考えが

深まるように話し合

いを進める。 

４ 話す力・聞く力④ 

・交流した内容を適切に評価することができる。 

〈話を評価し活用する力〉 
  ○                ○     

自分の考えと他者の

考えを比べる。 

自分の考えと他者の

考えを比較し，その

違いを理解する。 

自分の考えと他者の

考えの違いから課題

を分析し，自分の考え

に生かす。 

５ 書く力① 

・目的に応じて工夫して書くことができる。 

〈文章などを書く力〉 
○        ○ ○ ○ ○   ○   ○      

目的に応じて書く。 目的に応じて題材を

選び，文体や語句を

考えて書く。 

目的に応じて適切な

題材を精選し，文体や

語句，構成，展開など

を工夫ながら書く。 

６ 書く力② 

・自分の考えを論理的に文章にまとめることができ

る。〈文章にまとめる力〉 
       ○        ○   ○ ○    

自分の考えを文章に

まとめる。 

自分の考えの論拠を

明確にして文章にま

とめる。 

自分の考えの論拠を

明確にし，予想される

反論をふまえながら

文章にまとめる。 

７ 書く力③ 

・対象を適切な表現の仕方を考えて書くことができ

る。〈文章で伝える力〉 
 ○   ○     ○       ○     ○  

書く対象に適した表

現を考えて書く。 

書く対象に適した効

果的な表現の仕方を

考えて書く。 

書く対象の特性から

より効果的な表現の

仕方を工夫し，自分ら

しい表現を探究する。 
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８ 書く力④ 

・書いた文章を適切に評価することができる。 

〈文章を評価し活用する力〉 
 ○             ○    ○     

自分の表現と他者の

表現を比べる。 

自分の表現と他者の

表現の違いを理解す

る。 

自分の表現と他者の

表現の違いから課題

を明確にし，自分の表

現に生かす。 

９ 読む力① 

・表現の特色に注意して文章を理解することができ

る。〈文章を理解する力〉    ○ ○                   

文章の形態に応じて

読む。 

 

 

文章の形態に応じ

て，その内容と表現

を関連づけながら理

解する。 

文章の形態に応じて，

その内容と表現を解

釈したり批評したり

する。 

１０ 読む力② 

・文章の内容を的確に読み取ることができる。 

〈文章を読み取る力〉 
○ ○  ○  ○ ○      ○   ○  ○  ○ ○  ○ 

文章を叙述に即して

読む。 

 

 

文章の叙述の内容

を，部分と全体関係

から理解する。 

文章の叙述を要約し

たり，テーマを考えた

りして検討し，自分の

考えを発展させる。 

１１ 読む力③ 

・文章を表現に即して読み味わうことができる。 

〈文章を味わう力〉 
 ○      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○     ○  

文章を表現に注意し

ながら読む。 

 

 

文章に描かれた人物

や情景，心情などを

読み取る。 

文章に描かれた人物

や情景，心情などを読

み取り，表現の特徴を

評価する。 

１２ 読む力④ 

・文章を適切に評価することができる。 

〈文章を評価し活用する力〉 
○ ○      ○ ○     ○   ○       

文章を読み比べる。 

 

 

 

文章の内容や表現の

仕方を比較する。 

文章の内容や表現の

仕方を比較しながら，

書き手の意図を考察

する。 

１３ 知識を理解し活用する力① 

・言葉の特徴やきまりについて理解し活用することが

できる。（知識を活用する力） 
   ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○     ○ ○ ○ ○ 

文法や仮名遣い，訓

読のきまりなどを理

解する。 

 

文法や仮名遣い，訓

読のきまりにそって

文章を読む。 

文法や仮名遣い，訓読

のきまりによって文

章を読み，国語の特性

と課題を探究する。 

主な学習活動（協議，討論，発表等） 
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意欲・態度，価値観・倫理観 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

１ 意欲・態度① 

・国語を通して多様な人々と交流し，伝え合う力を高

めながら相互に理解を深めていこうとする。 

国語を通して自分の考えを他

者に伝えようとする。 

 

 

互いの立場を尊重しながら，

国語を通して自分の考えを工

夫しながら伝えようとする。 

互いの立場を尊重しながら，

国語を通して自分の考えを工

夫しながら伝え，相互の理解

を深めていこうとする。 

２ 意欲・態度② 

 ・本や文章を読むことで，自らの課題を発見し，その

解決に向けて様々な情報を利用しようとする。 

本や文章を読んで必要な情報

を手に入れようとする。 

 

 

幅広く本や文章を読んで様々

な課題を見つけ，その解決に

向けて情報を手に入れようと

する。 

本や文章の情報を利用しなが

ら，様々な課題を見つけたり

その解決に取り組んで自分の

生活を豊かにしようとする。 

３ 価値観・倫理観① 

 ・国語を尊重し，国語の向上を図る。 

国語の特性や価値を知る。 

 

 

国語を外国の言語と比較しな

がら，その特性や価値を理解

する。 

 

国語を外国の言語と比較しな

がら，その特性や価値を理解

し，自分の見方や考え方に生

かす。 

４ 価値観・倫理観② 

 ・伝統的な言語文化への興味関心を広げる。 

国語の成り立ちや変遷を知

る。 

 

 

国語の成り立ちや変遷を理解

することで国語の果たしてき

た役割を理解する。 

国語の成り立ちや変遷を知る

ことで，国語の果たしてきた

役割を理解し，様々な作品に

ついての関心を広げる。 

 


